
脇町小学校区における「幼保連携型認定こども園」説明会

日時：令和 8年 7月 16 日（木）午後 7時～

場所：地域交流センターミライズ「活動のハコ」

１．開 会

２．保険福祉部長挨拶

３．説 明

(1)美馬市及び脇町小学校区の現状

(2)幼保連携型認定こども園

(3)脇町小学校区「幼保連携型認定こども園」の開設

４．質疑応答

５．閉 会



脇町小学校区における
「幼保連携型認定こども園」 説明会

美馬市保険福祉部　子どもすこやか課
美馬市教育委員会事務局　教育総務課

令和８年７月１６日



本日の次第

１．開　会

２．あいさつ

３．説　明

　（１） 美馬市及び脇町小学校区の現状

　（２） 幼保連携型認定こども園

　（３） 脇町小学校区 「幼保連携型認定こども園」の開設

４．質疑応答

５．閉　会
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（１） 美馬市及び脇町小学校区の現状

■美馬市「出生数（年度計）」の推移　　　　　（R1～R7年度）

　 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

出生数 139 130 135 123 127 93 79

Ｒ２.４月の児童数・就園現状 Ｒ８.４月の児童数・就園現状

学年齢 児童数 就園数 就園率 児童数 就園数 就園率 ( 校 区 内 )

0歳児 135 45 33％ 88　 26 30％ （28）

1歳児 126 91 72％ 91　 77 85％ （28）

2歳児 197 158 80％ 124　 106 86％ （33）

3歳児 168 154 92％ 118　 113 96％ （36）

4歳児 177 173 98％ 125　 120 96％ （30）

5歳児 168 164 98％ 138　  136 99％ （44）

就学前計 971 785 81％ 684  578 85％ （199）

■美馬市「就学前(0～5歳児)児童数及び就園状況」の推移
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■「幼稚園・保育所」の園児数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　（R1～R8年度）

施設名 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

脇町幼稚園 67 59 57 64 60 35 34 37

脇町保育所 141 145 127 115 112 93 88 84

計 208 204 184 179 172 128 122 121

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

脇幼 67 59 57 64 60 35 34 37

脇保 141 145 127 115 112 93 88 84
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（１） 美馬市及び脇町小学校区の現状
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脇町保育所（配置の現状・受入可能人数）

○市が条例で定める脇町保育所の定員は「１５０人」

　（※市が適用する子ども一人あたりの面積基準から算出した最大受入可能数＝１８４人）

　・2歳児未満＝4.11㎡/人（国:3.3㎡）　　・2歳児以上＝2.43㎡/人（国:1.97㎡）

○園児数の推移

R8幼稚園  ＋37 ＝ 121人
R8 12 10 23 20 19 ー 84

ー 88R7 8 17 14 20 29
計０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

(最大10人)

１１人 １２人 １０人 ※空 室

※空 室 １９人 １０人 １０人

１階↓ 職
員
室

調
理
室

リズム室

＊面積52.5㎡/室

＊面積47.6㎡/室 ０歳児 ０歳児
(最大12人) (最大12人)

２歳児 ２歳児 １歳児 １歳児

玄関

６人 ６人(最大18人) (最大18人) (最大10人)

２階↓
＊面積68.3㎡/室

４歳児 ４歳児 ３歳児 ３歳児
(最大26人) (最大26人) (最大26人) (最大26人)

～令和9年度からの配置想定～
　・１階は主に、０歳児～３歳児までを基本にクラス編成を行う
　・２階は４歳児～５歳児を基本とし、低年齢児の受入状況により３歳児も想定
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■幼保連携型
　　幼稚園的機能と保育所的機能の両方の機能をあわせ持つ単一の施設とし
　　て、認定こども園としての機能を果たすタイプ

■幼稚園型
　　認可幼稚園が、保育が必要な子どものための保育時間を確保するなど、保
　　育所的な機能を備えて認定こども園としての機能を果たすタイプ

■保育所型　
　　認可保育所が、保育が必要な子ども以外の子どもも受け入れるなど、幼稚
　　園的な機能を備えることで認定こども園としての機能を果たすタイプ

■地方裁量型
　　幼稚園・保育所いずれの認可もない地域の教育・保育施設が、認定こども
　　園として必要な機能を果たすタイプ

（２）幼保連携型認定こども園

現在の脇町保育所
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　○こども園の利用にあたり、支給認定を受ける必要があり、その認定は、
　　子どもの年齢や保育の必要性に応じて、１号～３号まで３つの区分があります。
　　その、認定区分により利用できる時間や、保育時間等が決定されます。

認定区分 対象年齢 保 育 の 必 要 性 保育時間

1号認定 3～5歳 なし
教育標準時間   4時間　
　　　　　　　　30分

　8時30分～13時00分

2号認定 3～5歳 あり

保育標準時間  11時間 　7時30分～18時30分

保育短時間     8時間 　8時30分～16時30分

3号認定 0～2歳 あり

保育標準時間  11時間 　7時30分～18時30分

保育短時間     8時間 　8時30分～16時30分
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■　＜令和9年4月1日＞開園予定

　　　現行の「保育所型認定こども園（脇町保育所）」を、

　　　「幼保連携型脇町認定こども園（仮称）」に移行し、開園する。

（3）脇町小学校区「幼保連携型認定こども園」の開設

保育所型認定こども園
脇町保育所

・保育所を基盤とした認定こども園
・教育・保育を提供しつつ、受入れは
　０歳～４歳児を対象

幼保連携型
脇町認定こども園

・幼稚園機能と保育所機能の一体施設
・０歳～５歳児（就学前）まで受入れ
・教育・保育・子育て支援を一体的に提供

市立脇町幼稚園
（5歳児）

※幼稚園舎の利活用として　
　児童クラブの移転を検討

（小1～6年生の児童）

令和9年度以降の
園舎の利活用を検討

令和9年4月1日
幼保連携型
認定こども園に移行

令和9年度からの受入れを中止



幼保連携型認定こども園の特徴・利点

① ０歳から５歳児まで継続し、一体的な教育・保育が行える

② 慣れ親しんだ、同一園舎で卒園まで過ごせる

③ 一時預りによる教室移動や、担任の変更がなく、終日（年

　間）を通じ、継続して教育・保育に関われる

④ 異年齢交流の機会が増え、年上への憧れや、年下を思い

　やる気持ちなど、責任感や社会性の育みに期待できる

⑤ 長期休業期間中も通常の教育・保育が行われ、更に自園

　調理による給食が提供できる

⑥ 兄弟姉妹等が同じ園に通いやすくなり、送迎や行事参加な

　ど、ご家庭の負担軽減につながる
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